
  

- 1 - 

◎
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
伴
う
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

を
契
機
に
明
ら
か
と
な
っ
た
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
（
以
下
「
原
子

力
利
用
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
政
策
に
係
る
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
除
去
し
、

並
び
に
一
の
行
政
組
織
が
原
子
力
利
用
の
推
進
及
び
規
制
の
両
方
の
機
能
を

担
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
事

故
の
発
生
を
常
に
想
定
し
、
そ
の
防
止
に
最
善
か
つ
最
大
の
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え

て
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、

又
は
実
施
す
る
事
務
（
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃

棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
、
廃
止
等
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る

こ
と
並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他

の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）

を
一
元
的
に
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
委
員
長
及
び
委
員
が
専
門
的
知
見

に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立
場
で
独
立
し
て
職
権
を
行
使
す
る
原
子
力
規
制
委

員
会
を
設
置
し
、
も
っ
て
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護
、
環
境
の
保

全
並
び
に
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
契
機
に
明
ら
か
と
な
っ
た
原

子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
（
以
下
「
原
子
力
利
用
」
と
い
う
。
）
に
関
す

る
政
策
に
係
る
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
除
去
し
、
並
び
に
一
の
行
政
組
織
が
原

子
力
利
用
の
推
進
及
び
規
制
の
両
方
の
機
能
を
担
う
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
問

題
を
解
消
す
る
た
め
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
事
故
の
発
生
を
常
に
想
定
し
、

そ
の
防
止
に
最
善
か
つ
最
大
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識

に
立
っ
て
、
確
立
さ
れ
た
国
際
的
な
基
準
を
踏
ま
え
て
原
子
力
利
用
に
お
け
る

安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
必
要
な
施
策
を
策
定
し
、
又
は
実
施
す
る
事
務
（
原

子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉

に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実

施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制

に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
一
元
的
に
つ
か
さ
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
委
員

長
及
び
委
員
が
専
門
的
知
見
に
基
づ
き
中
立
公
正
な
立
場
で
独
立
し
て
職
権

を
行
使
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
を
設
置
し
、
も
っ
て
国
民
の
生
命
、
健
康
及

び
財
産
の
保
護
、
環
境
の
保
全
並
び
に
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 
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（
任
務
） 

第
三
条 
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護
、
環

境
の
保
全
並
び
に
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
た
め
、
原
子
力
利
用
に
お
け

る
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
（
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理

及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
、
廃
止
等
に
関
す
る
規
制
に

関
す
る
こ
と
並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制

そ
の
他
の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
こ
と
を

含
む
。
）
を
任
務
と
す
る
。 

  

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一 

〔
略
〕 

 

二 

原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に

原
子
炉
の
設
置
、
運
転
、
廃
止
等
に
関
す
る
規
制
そ
の
他
こ
れ
ら
に
関
す
る

安
全
の
確
保
に
関
す
る
こ
と
。 

 

三
～
十
三 

〔
略
〕 

２ 

〔
略
〕 

  

（
審
議
会
等
） 

第
十
三
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
に
、
次
の
審
議
会
等
を
置
く
。 

 
 

原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会 

  

（
任
務
） 

第
三
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財
産
の
保
護
、
環

境
の
保
全
並
び
に
我
が
国
の
安
全
保
障
に
資
す
る
た
め
、
原
子
力
利
用
に
お
け

る
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
（
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理

及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
こ
と
並
び
に
国

際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の
平

和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
を
任
務
と
す
る
。 

   

（
所
掌
事
務
） 

第
四
条 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一 

〔
略
〕 

 

二 

原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に

原
子
炉
に
関
す
る
規
制
そ
の
他
こ
れ
ら
に
関
す
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る

こ
と
。 

 

三
～
十
三 

〔
略
〕 

２ 

〔
略
〕 

  

（
審
議
会
等
） 

第
十
三
条 
原
子
力
規
制
委
員
会
に
、
次
の
審
議
会
等
を
置
く
。 

 
 

原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会 
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廃
炉
安
全
専
門
審
査
会 

 
 

核
燃
料
安
全
専
門
審
査
会 

２ 

〔
略
〕 

  

（
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
） 

第
十
四
条 

原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
示
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
事
項
（
原
子
炉
の
廃
止

に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
事
項
を
除
く
。
）
を
調
査
審
議
す
る
。 

  

（
廃
炉
安
全
専
門
審
査
会
） 

第
十
七
条
の
二 

廃
炉
安
全
専
門
審
査
会
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
示
が
あ

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
の
廃
止
に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
事
項
を
調
査

審
議
す
る
。 

 

第
十
七
条
の
三 

廃
炉
安
全
専
門
審
査
会
は
、
政
令
で
定
め
る
員
数
以
内
の
審
査

委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

２ 

第
十
五
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定

は
、
廃
炉
安
全
専
門
審
査
会
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

  
 

 

附 

則 

  

（
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
責
務
） 

第
四
条
の
二 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東
京
電
力
株

  
 

核
燃
料
安
全
専
門
審
査
会 

２ 

〔
略
〕 

  

（
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
） 

第
十
四
条 

原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
指
示
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
炉
に
係
る
安
全
性
に
関
す
る
事
項
を
調
査
審
議
す

る
。 

            
 

 

附 

則 
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式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
以
下
「
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
」

と
い
う
。
）
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
そ
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
の
原
因
の
究
明
に
当
た
る
と
と
も
に
、
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
原
子
炉
施
設
の
管
理
、
当
該
原
子
炉
施
設
の
廃
止

に
向
け
た
取
組
等
に
関
す
る
安
全
の
確
保
を
図
り
、
及
び
で
き
る
だ
け
早
期
に

当
該
原
子
炉
施
設
の
廃
止
の
措
置
を
完
了
さ
せ
る
た
め
、
最
善
の
措
置
を
積
極

的
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

（
政
府
の
措
置
等
） 

第
六
条 

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
を
受
け
、
原
子
力
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確

保
の
た
め
の
規
制
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
に
係
る

国
際
的
な
動
向
に
精
通
す
る
優
秀
か
つ
意
欲
的
な
人
材
を
継
続
的
に
確
保
す

る
た
め
、
政
府
は
、
速
や
か
に
、
原
子
力
規
制
庁
の
職
員
に
つ
い
て
、
次
に
掲

げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

  

一
～
五 

〔
略
〕 

２
～
７ 

〔
略
〕 

８ 

政
府
は
、
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
を
踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

原
子
力
事
業
所
及
び
原
子
力
事
故
に
伴
う
災
害
等
に
関
す
る
情
報
の
開
示
の

在
り
方
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間
の
よ
り
緊
密
な
連
携
協
力
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
住
民
、
原
子
力
事
業
者
等
の

間
及
び
関
係
行
政
機
関
間
の
情
報
の
共
有
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な

         

（
政
府
の
措
置
等
） 

第
六
条 

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
原
子
力
利

用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
の
た
め
の
規
制
が
緊
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
、
こ
れ
に
係
る
国
際
的
な
動
向
に
精
通
す
る
優
秀
か
つ
意
欲
的
な
人

材
を
継
続
的
に
確
保
す
る
た
め
、
政
府
は
、
速
や
か
に
、
原
子
力
規
制
庁
の
職

員
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
し
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
～
五 

〔
略
〕 

２
～
７ 

〔
略
〕 

８ 

政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
地

方
公
共
団
体
に
対
す
る
原
子
力
事
業
所
及
び
原
子
力
事
故
に
伴
う
災
害
等
に

関
す
る
情
報
の
開
示
の
在
り
方
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
関
係
者
間
の
よ
り
緊
密
な
連
携

協
力
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
住
民
、

原
子
力
事
業
者
等
の
間
及
び
関
係
行
政
機
関
間
の
情
報
の
共
有
の
た
め
の
措
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措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

９ 
〔
略
〕 

置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

〔
略
〕 
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○
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
二
項
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

（
主
務
大
臣
等
） 

第
二
十
八
条 

機
構
に
係
る
こ
の
法
律
及
び
通
則
法
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

第
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る

事
項
（
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業

並
び
に
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
、
廃
止
等
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
事
項

並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の

原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会 

五 

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
並
び
に

埋
設
処
分
業
務
等
（
次
に
掲
げ
る
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
（
原

子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項
（
原

子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原

子
炉
の
設
置
、
運
転
、
廃
止
等
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
事
項
並
び
に
国

際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の

 

（
主
務
大
臣
等
） 

第
二
十
八
条 

機
構
に
係
る
こ
の
法
律
及
び
通
則
法
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

第
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う

ち
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事

項
（
原
子
力
に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び

に
原
子
炉
に
関
す
る
規
制
に
関
す
る
事
項
並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保

障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保

の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣

及
び
原
子
力
規
制
委
員
会 

五 

第
十
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。
）
並
び
に
埋

設
処
分
業
務
等
（
次
に
掲
げ
る
放
射
性
廃
棄
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
（
原
子
力

の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
お
け
る
安
全
の
確
保
に
関
す
る
事
項
（
原
子
力

に
係
る
製
錬
、
加
工
、
貯
蔵
、
再
処
理
及
び
廃
棄
の
事
業
並
び
に
原
子
炉
に

関
す
る
規
制
に
関
す
る
事
項
並
び
に
国
際
約
束
に
基
づ
く
保
障
措
置
の
実

施
の
た
め
の
規
制
そ
の
他
の
原
子
力
の
平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
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平
和
的
利
用
の
確
保
の
た
め
の
規
制
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
） 

 

イ
・
ロ 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

制
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業

大
臣
及
び
原
子
力
規
制
委
員
会
） 

 

イ
・
ロ 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

 
 

 
 


